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はじめに 

少子化の進行は長期にわたる社会問題の一つで

ある。子供の数が増えれば解消につながるが、若者

が子供を持つまでには 3 つの壁が立ちはだかって

いる。異性と交際をする「恋愛の壁」、パートナー

と婚姻する「結婚の壁」、子供を産む「出産の壁」

である。この表現は、佐藤・永井・三輪（2010）が

用い小林（2012）が発展させた。 

では、これらの壁を乗り越えるため私たちに何

が足りていないのだろうか。 

本研究では「恋愛の壁」に焦点を当て、その突破

要因についてしらべる。三つの壁のうち「恋愛の

壁」を選んだ理由の一つに実証分析の少なさがあ

る。内閣府経済社会総合研究所（2022）「少子化対

策と出生率に関する研究のサーベイ」は、少子化に

係る実証分析についてまとめてあるが、そのほと

んどが結婚・出産に関するもので、恋愛に関する研

究は少ない。 

１．先行研究 

実証分析の先駆的研究には小林（2012）がある。

小林（2021）では①教育や職業といった社会階層は

恋愛に影響を与えないこと、②学生時代に友人と

遊んだ人、部活をした人、恋人がいた人ほど交際人

数が増えること、が示された。研究の課題として、

①使用したデータが男性のみであること、②恋愛

と現在の能力（コミュニケーション能力）の関係が

不明瞭であること、が挙げられる。 

以上を踏まえて、本研究では、「恋愛の壁」の突

破要素として現在のコミュニケーション能力に着

目した。仮説は「コミュニケーション能力が高いほ

ど恋愛の壁を越えやすい」である。 

 

２．分析手法 

 （1）モデル 

恋愛行動とコミュニケーション能力の関係を分

析するために 3 つのモデルを用意した。 

モデル１では従属変数を「交際経験の有無」、モ

デル２では「告白したことがあるか」、モデル３で

は「告白されたことがあるか」と設定し、説明変数

はすべて「コミュニケーション能力」である。 

比較のために OLS、プロビットモデル、ロジット

モデルの三つを用いた。 

 

 （2）データ 

 「コミュニケーション能力」については、一宮・

福盛・松下（2013）を参考にした。この研究では独

自に作成したアンケート項目群の因子分析を行っ

た。その結果「傷つきの恐れ・同調と対立回避」、
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「親しい人との関係」、「知らない人との関係・働き

かけ」、「人付き合いへの積極性」の 4 つの因子が

得られ、質問項目にその因子係数に応じた重み付

け点数をつけた。本研究では、各因子で重み付け点

数が高い質問項目を 4 つずつアンケートに組み込

み、各因子を 0～4 点の範囲を持つ点数で表した。 

中央大学の学生を対象にアンケートを実施し

230 名から回答を頂けた。有効回答数は 229 で、う

ち 224 名から任意の質問を含むすべての質問に回

答して頂けた。各モデルにおいて欠損値がある個

票データは取り除いている。 

各変数の基本統計量と相関行列は以下に示した

通りである。相関係数は±0.4 以下であり多重共線

性の可能性は低い。 

 

 

 

 

３．推定結果 

推定結果は以下の通りである。 

 

 

 

「親しい人との関係」「知らない人との関係・働

きかけ」と「交際経験」が 10%水準で、「親しい人

との関係」「知らない人との関係・働きかけ」と「告

白した」が 5％・1％水準で、「傷つきの恐れ・同調

と対立回避」が 5％水準で有意に関係していた。推

定方法で大きな違いは見られなかった。 

 

おわりに 

「コミュニケーション能力が高いほど恋愛の壁

を越えやすい」という仮説のもと、実証分析を行っ

た。その結果、①仮説は部分的に支持される②「交

際・告白した」と「告白された」では影響を与える

コミュニケーション能力に違いがある、ことが示

された。 

本研究の限界として①データの偏りの可能性②

変数が簡略、であることが挙げられる 
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